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1 1 病院のベッドの柵の部分にプレートが架けられている。「今

岡要吉殿　内科」の文字と、英語で何かが表記されている
○

2 病院のベッドに、今岡要吉が横たわっている。ゆっくりと目を
開けて、きょろきょろ辺りを見回している

その後の【※音声途切れ】何故この姿で病院にいるのか ○

3 黒い服を着た口ひげの今岡要吉はベッドから起き上がり、
辺りを見回している。奥にもベッドが何台かある

要吉自身ですらその経過をはっきり知らなかった ○

2 1 夜。建物へ入ろうとする今岡要吉。帽子を被っている。建物
の中へ入ろうとするも追い返されたようで、建物に向かって
何か叫び、植木を蹴って去っていった

国元から全く送金の途絶えた、無一文の要吉を、誰一人とし
て相手にしてくれなかった。その為

○

2 砂利の地面に今岡要吉の頭部の影が映る。黒い靴を履い
た男性の足元が見える

日をふるごとに落ちぶれて、ある時は路上に捨てられた吸
い残りのタバコすら

○

3 今岡要吉は、白い看板のようなものの柱の傍に立っている。
向こうには建物が建っていて、多くの人々が行き来してい
る。男は歩きだした

拾ったこともありました ○

4 店の中で、女性1が焼き鳥を焼いているらしく、団扇で扇いで
いる。その前を、今岡要吉が食い入るようにそれを見つめな
がら歩いていく

またある時は場末の黄昏時、焼き鳥の ○

5 暗い町並み。もうすぐ朝が明けるのか、街頭が道路の両脇
に規則的に並んでいるも、景色は暗くはっきりと見えない。
男は街頭に手をかけた後、身体をそこにもたれかけたが、
やがてふらりと歩き出し、そのまま地面へ倒れた。そこへ、

匂いに、その店の前を立ち去りかねた事もありました。都会
は今ようやく深い眠りから覚めようとしている。無理に無理を
重ねた空腹と疲労は、遂に要吉を都大路の、行路病者にし
てしまいました

○

6 地面に倒れている今岡要吉を、男性1（警官）は抱き起こす ○
4 1 今岡要吉はベッドから起き上がり、遠くを見つめている ○

2 ベッドから起き上がり、座りなおした今岡要吉の下へ、一人
の眼鏡をかけた口ひげの男性2（医師）と女性2、3（看護師）
がやってきた。今岡要吉は医師に向かって軽くお辞儀をし
た。女性2（看護師）は今岡要吉をベッドに横たわらせた。男
性2（医師）は今岡要吉に話しかける

男性2（医師）：ひどく衰弱しているか
ら

○

3 ベッドに横たわっていた今岡要吉は、上半身を起こす 男性2（医師）：当分安静にしていた
まえ
今岡要吉：僕はこんな立派な病院
にいられる者でないんです

○

4 男性2（医師）の顔。かすかに微笑んでいる 今岡要吉：帰らして下さい
男性2（医師）：費用のことなら心配
はいらない。ここは市立の病院で

○

5 部屋の中にある、花瓶に入った花 男性2（医師）：君は無料の取り扱い
を受けているのだから

○

6 男性2（医師）は今岡要吉を見ながら、女性2、3（看護師）と
共に病室を去っていく

男性2（医師）：つまり税金が賄ってく
れているんだよ

○

7 市立の病院
行路病者
税金のおかげ

ぼおっとやや下の辺りを見つめている今岡要吉。その後ろ
を、男性2（医師）と女性2、3（看護師）が通り過ぎていく。今
岡要吉はゆっくりと顔をあげ、がっくりと頭をたれた

市立の病院、行路病者、税金のおかげ。お上のお世話にま
でなって。俺は馬鹿だった

○

8 部屋の中にある、花瓶に入った花 ○
5 1 白い紙を持っている手。白い紙には「充員召集令状、盛田

村、今岡要吉」と書かれている
充員召集令状、盛田村、今岡要吉 ○

2 和室。着物を着た男性3と女性4が画面右側に座って、紙を
手に取り眺めている。画面左側には洋装をした男性4が座っ
て、２人を見ている

男性3：名誉ある召集令を受けたの
に

○

3 女性4は顔を背けた 男性3：要吉はどうしている ○
4 男性3が、話している 男性3：親不孝ばかりでない、天子

様に申し訳ない
○

5 男性4は何度か男性3と女性2をちらちらみて、顔を下に向け
たが、一度深くお辞儀をしてその場を立ち去った。女性4もお
辞儀を返す。男性3は女性4に向かって一言二言云うと、そ
の場を立った。その後に女性は続く

男性4：ではどうぞお願いいたします
男性3：いやあ、ご苦労様でした。も
う恥じも外聞も捨てた。警察署と憲
兵隊にお願いして探し出してもらお

○

6 門からまっすぐ、道があり、そこを歩く先ほどの着物の男性
3。帽子を被っている

名誉職にある身としては、泣くにも泣けない気持ちでありま
した

○
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6 1 石畳の道を今岡要吉は歩いている。門には病院の看板が

ある
丁度その頃、健康を全く取り戻した要吉は、身も魂も生まれ
変わって

○

2 道を歩く今岡要吉。画面右端に、植木に囲まれた低い塀が
みえる。それに沿って歩くと、建物が見えた。看板には”東京
労働紹介所”と書いてある。今岡要吉は入り口の前に立って
後ろを振り返った

元気な足取りで世の中へ再出発しました。まず、働こう、汗
を流して。そうした決心で職業紹介所へ

○

7 1 セーラー服を着たおかっぱ頭の女性5が、台の横に立ってい
る。台の上には新聞と雑誌のような物が並べられている。台
には「伝染病の後に　水魔　盛田村の危機」と書かれた紙が
張ってある

伝染病の後に、水魔。盛田村の危機 ○

2 川。画面右端には家が軒を連ねている。画面奥のほうで、
人々が何かを川に投げている

○

3 恐らく道に、川の水が浸食しているようで、水浸しの道を
人々が歩いている

○

4 画面左には川があり、画面右には人家がある。数人が、道
に溢れた水を桶か何かですくって、川に戻している

○

8 1 看板には「東京労働紹介所」と書いてある。今岡要吉は入り
口の前に立って後ろを振り返り、やがて目を地面に落とした
後に、今岡要吉は外に向かって駆け出した

老いた父の身を思った。優しい兄弟思いの、妹の身の上を
考えました

○

9 1 新聞の見出しが、３つに分けられて光に照らされる
「関東、東海に再び豪雨」　「氾濫収まらぬ各河川一斉に狂
奪」
「今暁東海道線□復不通」　「□□峠トンネル□□□□□崩
壊す」「水禍に追はれて帝都に避難」　「三百余戸孤立」
「□□□の増水」
「□面に豪雨警報！」　「□の三ヶ村二千戸　　一瞬、水底に

そうだ、取り敢えず故郷へ帰ろう。関東方面を襲った豪雨
は、その戦慄の消えぬまに

○

2 水が勢いよく流れている 矢継ぎ早に関西地方を襲い、またしても関東地方を再度襲
来しました。

○

3 道に水が流れ込んだのか、泥のようになっている。そこに数
十人の男達が集まっている。雨合羽を着ている者が多く見

それは猛威を逞しゅうせんとする ○

4 画面左側には川がある。画面右側には民家が軒を連ねて
おり、水が溢れて泥道となった道に男達がいる。雨合羽の
男もいれば、傘をさしている男性もいる。土嚢（？）のような
モノを男が２人で運んできて、川の近くに置いた

大自然と、完全抗争（？）する人間の血みどろの姿でありま
す

○

5 ポストが三分の二程水に浸かっている ○
6 男達が荷車を押している。中には土嚢（？）が積まれている ○
7 家が軒を連ねている。元は道だったのだろうが、完全に水に

浸かっていて、川の中に家が建っているかのよう
○

8 男達が自転車を肩に担いで川（？）を渡っている。近くには
船もあり、その上に２人の男が座っている

○

9 川から見た風景。土手（？）の上に、木材（？）が積んである ○
10 川（？）の上を渡る船。手前に井戸（？）奥に民家（？）が見 ○

10 1 駅の構内。黒い黒板のようなモノに何か書いてある。ノート
が２冊壁につるされている。人が駆けて行く

○

2 駅の構内の壁に、”北陸”と書かれたポスターが貼ってあ
る。その隣の、黒い黒板のようなものに”発車時刻表”と書

○

3 駅構内のベンチに着物姿の女性6が座っている。奥の窓口
には男性が２人いる。その内一人の帽子を被ったメガネの
男性5は、女性6の元へやってきて、切符（？）を手渡し、ベン
チに座りタバコをふかしながら話している。そこへ新たに別
の男性6がやってきて、男性5の肩を叩いた。そして、女性6
を指差した。女性6と男性5は席を立ち、それに男性6も続く

男性5：上手くいったなぁ。汽車に乗
りさえすりゃ、こっちのものだよ。大
丈夫だよ。
男性6：おい。ちょっと顔貸してくれ

○

4 駅構内の扉の所で男性5、6、女性6は一旦止まって、そのま
ま外へ。空いたベンチに今岡要吉が座って新聞を読み始め

○

5 出て行った男性5、6と女性6は窓の縁のような場所で話し合
い。女性が、縁に肘を置いている

男性6：人から買った酒代を踏み倒
して田舎へ逃げるなんて手はないよ
男性5：大きな事を言うんじゃない。
お前んとこの酒はお上の目をくらま

○
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6 女性6と、男性5の２人のアップ。女性は少し笑っている 男性5：つくったんじゃないか。税金
をごまかしてつくった酒なんか、まと
もに払えるかい

○

7 男性6のアップ。男性6は女性6を見る 男性6：それを知って買ったお前さん
も同罪さ

○

8 新聞を読んでいた今岡要吉は、ふと顔を上げた ○
9 男性5と、女性6がこちらに背を向けている。男性6が画面に

顔を向けて話している。３人は画面左側を向いた
男性6：今時まじめに税金が払える
かってんだ

○

10 今岡要吉は、男性5、6の首根っこを掴む 今岡要吉：□□□、税金をごまかす
とは言語道断な奴

○

11 今岡要吉は男性5、6を引きずっていく。男性5が今岡要吉を
殴った。その途端、女性6は走って逃げる。男性5、6も逃げ
る。今岡要吉は壁に凭れ掛かる

今岡要吉：一緒に警察へ来い
男性（？）：野郎

○

12 ベンチの上にカバンと傘が置いてあり、女性6は最初それら
を掴むも、結局別の小さな荷物だけを取って、逃げていった

○

13 土手の上、男性5、6は揉めながら逃げている。それを追い
かける今岡要吉。その３人の姿を男性7（警官）が見つけ、
追いかける

○

14 逃げる男性5、6と、それを追う今岡要吉 ○
15 河川敷の材木置き場（？）に、男性5、6は逃げ込む。男性5、

6はもみ合っている。その反動で、男性5、6の帽子が取れ
た。男性5は男性6を突き飛ばし、蹴る。そこで今岡要吉が追
いつき、男性5は再び逃げる。それを追う今岡要吉

○

16 倒れていた男性6は、額を押さえるもすぐに立ち上がり、後
を追う。それを追う男性7（警官）

○

17 河川敷の材木置き場に逃げる男性5。要吉ともみ合いになる ○
18 今岡要吉ともみ合いになる男性5 ○
19 河川敷の材木置き場の影に隠れて、腹を押さえる男性6。そ

こへ男性7（警官）が現れ、男性6を捕まえる
男性7（警官）：こら ○

20 河川敷の材木置き場に逃げる男性5。今岡要吉ともみ合い
になる。今岡要吉が男性5を数発殴り、今岡要吉は男性5を
連れて行く

○
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